
■時 日時   ■場 会場   ■内 内容   ■対 対象   ■定 定員   ■費 参加費  ■申 申し込み  ■問 問い合わせ   ■ＨＰ ホームページ   ■メール メールアドレス   ■他 そのほか   ■携 携帯電話凡例

　防災行政無線から放送された内容を確認するためのテレホンサービスを無料で
聞くことができます。放送内容が分からなかったときや、もう一度聴きたいとき
は、緯0800―800―0864をご利用ください。
　操作方法の説明は、メッセージで確認できます。

飲
用
井
戸
の
水
質
検
査

　
飲
用
井
戸
の
衛
生
管
理
は
設
置
者

の
自
己
責
任
と
な
る
の
で
、
自
ら
適

正
な
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
井

戸
水
の
水
質
に
不
安
が
あ
る
場
合
は
、

有
料
で
水
質
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
指
導
班
（
緯
内

線
3
6
3
）。

「
広
報
い
ん
ざ
い
」
を
新
聞
折
込

  以
外
で
受
け
取
っ
て
い
る
人
へ

　
引
っ
越
し
な
ど
で
住
所
が
変
わ
る

場
合
や
送
付
が
不
要
に
な
っ
た
場
合

に
は
、
広
報
広
聴
課
ま
で
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
市
外
に
転
出
し
た
人
に
は
送
付
し

て
い
ま
せ
ん
。

■問 
広
報
広
聴
課
広
報
広
聴
班
（
緯
内

線
4
1
8
・
■メール k

o
u
h
o
u
k
a@
cit

y
.in
zai.lg

.jp

）。

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

猿
訪
問
看
護
基
礎
研
修
会

■時 
9
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
　
分
～

10

30

4
時
　
分
。

30

■場 
ミ
レ
ニ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
佐
倉
（
佐

倉
市
）。

噛
講
師
…
訪
問
看
護
認
定
看
護
師
。

■内 
訪
問
看
護
の
魅
力
や
役
割
な
ど
。

■対 
訪
問
看
護
師
と
し
て
再
就
業
し
た

い
看
護
師
、
訪
問
看
護
に
興
味
の
あ

る
看
護
師
。

■費 
無
料
。

■申 
事
前
に
左
記
へ
。

■問 
　
千
葉
県
看
護
協
会
（
緯
0
4
3

（公社）
―
2
4
5
―
1
7
1
2
）。

猿
県
立
北
総
花
の
丘
公
園

怯
花
の
丘
　
お
ま
つ
り
だ

de

■時 
9
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後

10

10

3
時
。

■内 
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
わ
く
わ
く

ラ
ン
ド
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど
。

怯
コ
ン
サ
ー
ト

■時 
9
月
　
日
臥
・
臼
午
後
1
時
～
2

10

時
、　
日
蚊
・
渦
午
後
1
時
～
　
分
、

11

45

嘘
午
後
2
時
～
3
時
。

■内 
臼
藤
マ
ナ
ミ
「
秋
の
テ
ィ
ー
タ
イ

ム
ジ
ャ
ズ
ソ
ン
グ
」
渦
印
旛
龍
凰
太

鼓
「
花
の
丘
だ
よ
ド
ン
ド
ン
ド
ン

概
」
嘘
ア
ル
モ
ニ
ュ
ー
ズ
「
大
正
琴

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」。

■問 
県
立
北
総
花
の
丘
公
園
管
理
事
務

所
（
緯
碓47 
4
0
3
0
）。

猿
目
指
せ
外
だ
れ
で
も
自
然
マ

イ
ス
タ
ー

■時 
9
月
　
日
華
・
午
前
9
時
～
午
後

22

2
時
。

■内 
サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
体
験
と
調
理
、

試
食
、
創
作
活
動
な
ど
。

■定 
親
子
、
一
般
　
人
。

20

■費 
5
0
0
円
（
参
加
費
）。

■申 
8
月
　
日
俄
・
午
前
9
時
か
ら
電

22

話
で
左
記
へ
。

■問 
県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家

（
緯
0
4
―
7
1
9
1
―
1
9
2
3
）。

猿
親
子
で
参
加
で
き
る
講
演
会

＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
7
カ
国

で
話
そ
う
」

■時 
臼
8
月
　
日
峨
、
渦
9
月
3
日

30

臥
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

■場 
船
穂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
。

■内 
臼
講
演
会
渦
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。

■費 
無
料
。

■申 
事
前
に
左
記
へ（
臼
は
託
児
有
り
）。

■問 
ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
緯

0
1
2
0
―
5
5
7
―
7
6
1
）。

猿
第
2
回
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト

出
場
者
募
集

■時 
平
成
　
年
3
月
　
日
蚊
・
午
後
1
時
～
。

29

26

■場 
文
化
ホ
ー
ル
。

■内 
個
人
、
団
体
の
部
（
優
秀
賞
有
り
）。

変
調
印
西
音
頭
を
振
り
付
け
し
楽
し

く
踊
り
ま
す
。

■費 
無
料
。

■申 
事
前
に
左
記
へ
。

■問 
印
西
音
頭
保
存
会
・
浅
野
（
■携 
0

9
0
―
4
2
0
0
―
7
4
4
6
）。

猿
初
め
て
の
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
教

室
会
員
募
集

■時 
毎
月
第
1
、
3
木
曜
日
・
午
前
　10

時
～
　
時
。

11

■場 
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ア
ビ
ッ
ク
　21

管
理
棟
。

■内 
近
年
人
気
の
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
を
一

緒
に
楽
し
く
踊
り
ま
す
。

■費 
2
街
0
0
0
（
月
会
費
）。

■問 
N
P
O
法
人
い
ん
ざ
い
び
っ
き
の

会
（
■携 
0
9
0
―
6
5
4
8
―
9
5

3
7
・
■メール e

m
ilio
n
4
1
0
e
k
+
b
e

lly
@
g
m
ail.co

m

）。

猿
大
正
琴
「
菊
琴
の
調
べ
」
会

員
募
集

■時 
毎
月
第
1
、
3
木
曜
日
・
午
前
9

時
～
午
後
1
時
、
第
2
、
4
水
曜

日
・
午
後
1
時
～
5
時
。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
。

■内 
地
域
の
催
し
物
や
施
設
へ
の
慰
問

な
ど
一
緒
に
楽
し
く
活
動
し
ま
す
。

※
資
格
を
取
得
で
き
る
指
導
者
コ
ー

ス
有
り
。

■問 
佐
藤
（
緯
碓46 
4
1
4
0
）。

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

　
　
　
の
資
格
更
新
を
お
忘
れ
な
く

　
手
続
き
を
し
な
か
っ
た
場
合
は
資

格
を
喪
失
し
ま
す
。

　
必
ず
期
間
内
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

■時 
　
月
　
日
牙
・
　
日
我
・
い
ず
れ

11

10

16

か
1
日
。

■場 
千
葉
市
民
会
館
（
千
葉
市
）。

■対 
資
格
有
効
期
限
が
2
0
1
7
年
3

月
　
日
の
人
。

31
※
対
象
者
に
は
申
請
書
類
を
登
録
住

所
へ
郵
送
し
ま
す
。

■申 
9
月
1
日
牙
～
9
月
　
日
我
に
申

14

請
書
類
を
登
録
更
新
申
請
用
封
筒
に

入
れ
、
郵
送
で
左
記
へ
。

■問 
千
葉
県
下
水
道
協
会
事
務
局
・
千

葉
市
役
所
下
水
道
経
営
課
内
（
緯
0

4
3
―
2
4
5
―
6
1
1
2
）。

（5）平成28年（2016）8月15日号

ごみの分別大事典シリーズH28－嘘

ビン・カン・ペットボトルは大切な資源でビン・カン・ペットボトルは大切な資源ですす
　「ビン・カン・ペットボトル」は資源として生まれ変わることができます。正
しく分別して集積所に出しましょう。リサイクル（再資源化）にご協力をお願
いします。
興ごみ集積所への出し方と注意点
胸集積所には、ビン・カン・ペットボトルそれぞれの専用袋を設置しています。
　それぞれの袋に正しく入れ、ほかのものと混ぜないでください。
胸軽く水洗いし、水を切って中身が残っていない状態で出してください。
　タバコの吸い殻などの異物は混入させないでください。分別してもリサイ
　クルができません。
胸プラスチック製のふたは、プラスチック製容器包装用の指定袋（黄色）へ、
　アルミ製のふたは、集積所にあるカン専用の袋へ入れてください。
胸ペットボトルのラベルは、はがしてプラスチック製容器包装用の指定袋（黄
　色）へ。ビン・カンのラベルシールは、はがさないで出せます。
胸化粧品のビンは、4月から集積所ビン専用袋に出せるよ
　うになりました。
胸カセットボンベ缶・スプレー缶は、集積所にあるカン専
　用袋には入れられません。透明な袋に入れて資源の日
　に出してください。
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線382）。

　市では災害時などの情報伝達手段として、携帯電話やパソコンへのメール配信サー
ビス「印西市緊急情報発信システム」を実施しています。このメール配信サービスは、
どなたでも利用することができますが、あらかじめ『利用者登録』が必要になります。
登録は無料ですが、『利用者登録』および『登録解除』の際の通信料、メールの受信、
WEB閲覧にかかる費用は、利用者の負担になります。
【防災メール『利用者登録』手順】
　利用する通信機器から上記のアドレスに「空」メールを送信してください。 
詳細は、市ホームページおよび市防災ホームページに掲載。
■問 防災課防災班（緯内線４５4）。

防災メール

 　防災行政無線無料テレホンサービス （緯0800―800―0864）

b@inz.171k.jp

▲ QRコードも
利用できます

そ
の
ほ
か

耕作放棄地を解消しよう
    ８月は耕作放棄地解消強化月間

　耕作放棄地の発生は、食料自給率の向上を阻害するばかりでなく、雑草
の繁茂などにより病害虫の発生源や有害鳥獣のすみかになるなど、地域環
境に悪影響を与えていることから、耕作放棄地対策は極めて重要な課題で
す。
　県では、耕作放棄地の解消に向け、関係機関と連携し、重点的に啓発活
動を行っています。市でも「印西市遊休農地再生対策協議会」と連携し、耕
作放棄地の再生利用を促進するため「耕作放棄地再生利用緊急対策」に取
り組んでいます。
怯耕作放棄地再生利用緊急対策交付金
　引き受け手（農業者など）が行う耕作放棄地の再生や、土づくりなどの
取り組みを支援します。
胸主な交付金の種類と支援額
　臼再生利用活動に対する助成。
　　再生作業（障害物除去＋土づくり）…定額支援7.5万円／10アール。
　渦施設等補完整備に関する助成。
　　補助率…事業費の1／2。
　※臼渦の交付金は、原則、農業振興地域内の農用地が対象です。
　※そのほか諸条件があるので、詳しくは下記までお問い合わせください。
■問 農政課振興班（緯内線374）。 　市では、ホームページ（http://www.city.inzai.lg.jp/）のトップページにバナー広告枠を

設け、企業広告などの掲載を募集しています。
胸掲載料…【市内に事業所を所有する企業】月額12,000円。【市外に事業所を所有
する企業】月額15,000円。
胸広告掲載期間…１カ月単位。
■申 市ホームページの「ホームページバナー広告掲載申込書」に記入し、下記窓口まで提
出してください。
■問 広報広聴課広報広聴班（緯内線418）。

市ホームページにバナー広告を募集中


